
 



『明るい豊かな社会』の実現を理想とし、20～40歳 
までのメンバーが活動している団体です。 
『修練』『奉仕』『友情』という三信条を掲げ、自己啓
発・修練を行い、そこで培われた力を用いて地域社会
に奉仕しております。 
日本国内では、701の青年会議所があり、約35,000
名のメンバーが活動しております。 

  

 

 

※何故JCというの？ 
青年会議所の英訳が 
Junior(青年) Chamber(会議所) 
であるため、この頭文字をとってJCと呼んでいます。 



 

1949年『日本はこの先どうなるのだ!?』という今以上に混沌とした戦後の時代背景の中、 
全国各地で志ある若者たちが立ち上がり、青年会議所運動は始まりました。 
そして1951年、全国各地で活動していた青年会議所が集まり日本青年会議所 
（日本JC）を創設。以来、日本の青年会議所運動の枢軸として各地の青年会議所と 
連携し活動を展開しております。 

日本では1949年、戦後の復興を目指した若者たちによって「東京商工青年会議所」が 
設立されました。その設立趣意書は「新日本の再建は我々青年の仕事である」という 
文から始まっています。 
続いて1951年、各地７青年会議所により日本青年会議所が設立されました。 
その後、各地青年会議所と日本青年会議所は連携し、社会情勢に合わせ、また未来を 
見据えた運動をしながら現在に至っています。 
今では全国70１の地域に3万5千人のメンバーがそれぞれ活動しています。 

 



（社）入間青年会議所は1977年、入間市をよりよいまちにすべく、地域の若者 
により創設されました。「タブーへの挑戦」を合言葉に、行政への投げかけをしたり、 
市民の皆さんとともに積極的な運動展開を行ってきました。 
現在、メンバーは50名近く、OBは200名をはるかに超えており、ＪＣという枠 
以上に各種団体の活動や、仕事上の大きな人脈となっています。 

 

「創立宣言文」 
肥沃な大地と豊かな清流の入間に新たな価値観を求
めて新たなる時代の萌芽は見えた。 
我々はこの時にあたり恵まれた自然環境と時代の位置
を確認し、燃えたぎる情熱と確固たる信念の基に 
次代の担い手たらん事を自覚し、市民と共に 考え語
り合い行動し、自らの額の汗が人間性溢れる明るい豊
かな社会づくりの礎とならん事を確信し、民主主義社
会の確立に努力すると共に新しい時代に合致した人
間形成をめざし若さ溢れる果敢な行動を展開すべく 
ここに入間青年会議所の創立を宣言する。           
1977年4月24日 



 

 

 

 

我々入間青年会議所は「夢あふれるまち」を永遠のテーマとして考

え活動していきます。 

チャンスと可能性に満ち溢れ子どもから若者、高齢者までの地域の

方々が希望を持ち夢に向かって暮らす「夢あふれるまち」の実現の

ために今まで以上に積極的に活動を続けてまいります。 

 

夢あふれるまちの実現にはまちの自立が不可欠です。 

 

 

 

 

 

地域の方々の手によるまちづくりを目指します。 

まちの問題を行政だけに任せるのではなく、「まち」にもっと関心を

持ち、「自分の問題」として考えていただけるよう活動していきます。 

近所づきあいや助け合いの精神により「地域コミュニティー」を再生

させる必要があります。 

多くの人が「地域活動」に参加することで、新しいコミュニティーが生

まれ、まちの発展につながります。 

 
 

行政が先々を見据え財政の健全化を進める一方、特色あるまち

を地域の方々とともに目指すことが、「真に自立したまち」につなが

ると考えます。地域の方々に目を向けた自治体運営が必要です。



○地域経済の活性化 

市内の企業が活性化して「まちが元気」になる必要があります。 

新規創業を活性化させて、「地域経済の発展」につなげる必要が

あります。企業は今まで以上に「地域貢献」を視野に入れていくこと

が必要です。 

地域企業の活性化のために「ネットワーク」が必要です。 

 

○郷土愛（まちづくりの基礎） 

地域の方々や企業、自治体が地域を想う心を育むことが「真に自

立したまち」の礎の一つになると考えます。 

身近な地域の歴史や文化、自然を知り守っていくこと地域のために

積極的に活動を行うことで、郷土のすばらしさを感じ、まちにも夢を

持つことにつながります。 

また、多くの人の手による地域の特色づくりを実現するには、地域

に関心を持ちまちに対して「愛着や誇り」を持つことが大切です。 

 

 

 

 

○心の豊かさ（人づくりの基礎） 

日本人は昔からお互いさまや助け合いの精神と、人や物に感謝で

きる「心の豊かさ」を持っています。しかし、多くの物が溢れ、人と関

わらずに人が 1 人でも暮らしていける生活環境の変化において、

「心の豊かさ」を育む環境が減少しました。その結果、人やまちに関

心が薄れ、人と人との繋がりが希薄になってきました。今後のまち

づくりには、積極的な人と人との関わりの中で「心の豊かさ」を育む

事が重要です。前を向き行動する自信を持ち「真に自立したまち」

を目指します。 

 



   

 



  

 

 
 



 

 

市内関係者を迎えての賀詞交歓会 
新年のお祝いと一年間の青年会議所の運動発
信を行いました。 

「市民と地域のつながり」をテーマにした講演から 
世代間交流の重要性を理解してもらい、 
まちづくりに役立てていただく事を目的に開催しました。 
講師：第20代 歴代理事長 齋藤 栄作 先輩 

 

 

※シニア会…ＪＣのＯＢの団体。 
      現役メンバーをバックアップしてくれています。 



 

 
 

皆様に入間の自然を知っていただきつつ 
人と人との関わり合いを意識していただく事で、 
郷土愛を育む事を目的に行われました。 

「叱られる」とは、他人の考えを学ぶ機会であり、指摘された自
身の改善点を真摯に受け止めることで自身の成長に繋がって
いるという内容の講演から。 
伝える側と受け取る側のお互いが他者理解し、信頼し合える
コミュニケーションの形を学んで頂くことを目的に行われました。 
講師：高幡不動尊 川澄 祐勝 氏 



  

青少年健全育成事業の一環とし
てこの事業を2006年よりスタート
させ、今年で第7回を迎えます。 
演奏会を通じて子どもたち同士が
教養出来る環境を提供すること、
子どもたちが同じ目標に向かい 
切磋琢磨し、学校の枠を超えて友
情をはぐくみ、子どもたちに更なる 
自立心の向上と夢を与え続けて
いきたいと考えています。 

わんぱく力士による土俵入り 

わんぱく相撲 入間大会 
選手宣誓 

全生徒による大合唱 



 

 

 
両国国技館にて 

まちづくりは、多くの市民が参加する
ことで、はじめて目的を達成すると
いう趣旨の下、まちづくりシミュレー
ションとして、他団体との 
グループディスカッションを行いました。 

講師：橋本 憲一郎 氏 

地域企業が活発な経済行為を行う事が地域
経済の活性化のためには必要である事。さらに
企業の経営基盤の安定・強化のためには働く
人々のモチベーションが重要であることを理解し
て頂くために講演会を開催しました。 

講師：戸谷 憲一 氏 



地域企業の活性化の為には経営者が、
ビジョンに向かって挑戦する事が大切で
ある事、また経営者と従業員が企業に
対し夢を共有できるビジョンが必要だとい
う内容の講演会。 
講師：寺園 智樹 先輩 

相手に興味を持ち愛情を持って接す
る大切さを認識して頂くことで「心の繋
がり」を作る事ができる人になって頂く
ことを目的に開催した体感型の 
コミュニケーションセミナー 

子どもたちにとって、安心安全なまちづくりをするためには 
どのような運動が必要かのセミナー 



1988年より入間JCが参画している入間万燈まつりも今年で第35回を迎えます。 
入間万燈まつりは、市民の交流の場であり、歴史・文化を肌で感じ、郷土愛を育む
場所。協働を推進している我々は、そのシンボルである「夢」文字を浸透させていく
と共に、市民と共に協働したまつりに向け活動します。 



卒業生と共に躍動した日々を振り返り、卒業生
を敬意と感謝の気持ちを持って送り出しました。 



 

   





〒358-0021 埼玉県入間市高倉4-4-3 
TEL：04-2965-8858 FAX：04-2965-8857 
社団法人入間青年会議所 


